
遊んで学べる木製かるた
木に触れつつ、三重県の29市町の自然、歴史、文化財、史跡、人物、特産品について、子どもから大人、年配者まで遊びながら学べます。

三重県教育委員会が発行する「ふるさと三重かるた」（県内小中学校の生徒から募集した21,612句から選定）を三重県産ヒノキを使って作りました。絵札（同教育委員会が林徳一
氏の協力により美しく表現したもの）は木製のかるたにＵＶダイレクトプリンターにより絵付けしています。外箱も木の箱で作るとともに真田紐で縛るなど、高級感のある丁寧な
作りとなっています。

一般社団法人　三重県森林協会（HP：http://www.za.ztv.ne.jp/wdsnd73h/）作成名 三重の木　ふるさと三重かるた 作成者
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みえの木製品コンテスト２０２２

「ふるさと三重かるた」は平成26年に三重県教育委員会が、「子どもたちが豊かな心を育み、郷土を愛し、郷土に誇りをもち、三重県について自信をもって発信できるよう」作成したものです。

このかるたは、三重県の自然、歴史、文化財、史跡、祭り、特産物、人物などの三重県の特色を表す４４題材をテーマに取り上げられています。

読み札は、県内の小中学校のみなさん12,400人からの応募作品21,612句の中から選ばれています。読み札の裏面には、題材の解説文や所在市町をマークした三重県地図が掲載されています。

また、取り札（絵札）は、林徳一氏のご協力により読み句の内容を美しく表現されています。取り札（絵札）の裏面には、題材名が掲載されており、様々なかるた遊びができるよう作成されています。

なお、これらの著作権は三重県教育委員会が所有しており、製作段階で三重県農林水産部を通じ許可を得ています。

上記の「ふるさと三重かるた」を使って、木に触れながら遊べるよう木製のかるたを作成しました。

かるたは、三重県産のヒノキを使用しています。遊びながら木の手触りを感じることができます。乾燥材を用いていますので、変形の心配はありません。

収納する箱もヒノキを使い、木製にすることをこだわりました。収納箱を縛る紐も真田紐を用い、高級感を醸し出す仕様としています。

（普及性）

・かるたは、子どもから大人、年配者まで気軽に楽しく遊べるおもちゃです。家族団らん、友達同士、高齢者の憩いなど様々な場面で使用することが想定できます。

（デザイン性）

・教育委員会が作成したものを利用していますので、教育的内容を含みつつ親しみやすいデザインとなっており、絵札も含め忠実に木製かるたに復元しています。

（新規性・独創性）

・一般的なかるたは紙製ですが、木製にしたことで目新しい質感となっています。

（環境優位性）

・かるた、箱ともに県産材を用いた木製にしたことで、プラスティック製品に比べ環境負荷も少なく、森林資源活用の普及の一助となります。

（経済性）

・強度を考慮しヒノキを使用し箱も木製にしたことにより少し高価な値段設定になったことは否めませんが、大量生産製品ではないので製造過程で福祉施設と連携することができ、できる限りコスト低減を

図っています。

（地域性）

・このかるたは、三重県内の各地域の特色が盛り込まれているため、三重県ならではの遊び道具となっています。

（県産材の利用拡大）

・県産材の利用量としては大きなものではありませんが、かるたを使って遊ぶなかで木に存分に触れるため県産材の手触り・良さを感じとることができ、これからの木材利用を促します。

●特記事項

・この製品は、県からの委託事業「平成30年度木育用玩具開発業務委託」により平成31年3月に当協会が製品化したものです。

・製造には株式会社貫じん堂(伊勢市）の全面的な協力を得ており、応募に関しても同社は了承済みです。
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